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研究成果の概要（和文）：本研究は、小規模な生業活動の特性を活かし、社会的弱者層を在地ビジネスの主要な
アクターと捉え、いまだ有効な切り口の見えない貧困削減への突破口を探ろうとするものである。
　ベトナム中部フエ市近郊にて、地域住民とともに、野生鶏と飼養鶏との交配種つくり、ミニブタ在来種の飼養
を通じての系統保全と生計維持、ホロホロ鳥の繁殖技術の確立、アカシア造林地での養蜂など新規の在地生業を
形成した。野生鶏交配種の飼養と在来ミニブタ飼養は、新たな地域ビジネスとして萌芽し始めている。養蜂活動
では、収穫されたハチミツをペットボトルに小分けしてフエ市で予約販売し、その収益の一部を貧困地区の学習
支援活動に充てる活動へと展開した。

研究成果の概要（英文）：This research is finding a breakthrough for poverty reduction, which is 
still invisible, through the innovation of local livelihood activities and the generation of 
community-based local business involving socially vulnerable population as the main actor in Central
 Vietnam.
Together with the local people, some livelihood activities and community-based local business were 
innovated, e.g. raising of new mix-bred with wild chicken, raising of indigenous mini-pig species 
concurrently enabling to improve household economy and to conserve the gene resources, establishment
 of the breeding technique of guinea fowl, improvement year-round home-garden beekeeping in acacia 
plantations. Part of the benefits from the beekeeping activities to the consumers of Hue city is 
utilized for the learning support activities to pupil from very poor households. This activity may 
provide a good example of linking the local livelihood activities and community-based local 
businesses with the poverty reduction.

研究分野： 環境農学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の関心事は、「暮らしと資源・生態

環境保全を同時成立させる技術あるいは技
術論の構築」および「社会的弱者層（小農、
経済的貧困者、障がい者、老齢者、少数民族
など）が駆動する在地生業や在地ビジネスの
形成とそれを通じての貧困削減」である。 
研究対象地であるベトナム中部の山間地

域（具体的には、Thue Tien Hue 省 Huong 
Tra 県、Nam Dong 県および A Luoi 県）は、
多様な文化や伝統性を持つ山岳少数民族の
居住地である。1975 年に終結したベトナム
戦争の激戦地でもあり、特にベトナム側は爆
撃や枯葉剤散布による森林破壊や健康被害
の後遺症が残っている。少数民族自体がベト
ナム社会における弱者でもあり、さらに詳細
にみれば老人世帯や寡婦世帯、病弱者世帯な
どの困窮世帯が住まう地域である。これらの
地域は、自然災害常襲地であり慢性的な洪水
や土砂災害に悩まされ、特に社会的弱者層に
とっては「貧困の連鎖」に陥る直接的な要因
となっている。また、近年の急速な経済発展
と都市化に伴い、貧困層の多いコミュニティ
や社会的弱者層にとって必ずしも朗報では
なく、独自の在来生業の衰退や下請け的な経
済構造に組み込まれ貧困が固定化されるこ
とも懸念されている。 
このような状況の下、対象地域の人々の暮

らしや収入獲得手段は、森林生態系や草地生
態系の資源収奪型の生業へと向かう。人口圧
や利用圧（すなわち人間活動）により生態環
境の劣化が進み、緩慢ながら生産基盤が失わ
れ、貧困の度合いが深まるという典型的な構
図である。 
加えて、従来の地域開発支援に関する研究

の多くが、実証を伴わない技術論や援助理論
に留まってきたという事実に目を向ける必
要がある。そして、社会的弱者層を対象とす
る支援事業は、外部依存を大きくする副作用
を伴い有効な突破口を見いだせずにいる。 
申請者は、ここ数年、インドシナ地域での

地域レジリアンスに関する学術研究に取り
組みつつ、国際協力機構（JICA）・草の根パ
ートナー技術協力事業「ベトナム中部・自然
災害常襲地における暮らしと安全の向上支
援（2006 年 9 月～2009 年 8 月、終了）」と
「ベトナム中部・自然災害常襲地のコミュニ
ティと災害弱者層への総合的支援（2010 年
10 月～2013 年 9 月、継続中）」のプロジェク
ト・マネージャとして、応用実践（社会貢献）
に取り組んできた。一連の活動を通じて、生
業活動と生態環境保全の両立を可能とする
取り組みのアイディアを温めてきた。本研究
は、これらの実践活動の蓄積の上に形成され
ており、学術研究と社会実践を同時進行させ
るための準備性は整っている。 
 
２．研究の目的 
人間活動（暮らしや生計維持のための活

動）と生態環境保全は、これまで二項対立的

に扱われてきた。本研究では、ベトナム中部
を対象地域とし、在来知識や資源を基盤とす
る在地生業を創成することにより、むしろ人
間活動を通じての生態環境保全を可能にす
る実践的技術論のフィールド実証を行なう。
特に、社会的弱者層（山岳少数民族、水上生
活民、経済的困窮者など）への支援を意識す
る。その目的は以下に要約される。 
(1) 先駆事例として「ミニブタ在来種」を用
いた在地生業を創成する 
(2) 上記（人間活動）により地域住民の生計
向上と生態環境保全が両立することを実証
する 
(3) 上記を事例とする実践的村落開発アプ
ローチのモデルを提案する 
 
３．研究の方法 
調査対象地域をベトナム中部の山間部、山

岳少数民族の居住地域に設定する。この地域
は、経済発展が著しいベトナムにあって貧困
問題や生態環境の劣化が深刻化し、特に社会
的弱者層（少数民族や経済的困窮世帯）は潜
在的かつ緩慢に進行する危機に直面してい
る。在来生業の改善と新たな発想の付加によ
る在地生業の創成を通じて、地域社会の暮ら
しと安全の向上に資する実践的対処のあり
方を探る。具体的には、学術調査と応用実践
的なフィールドトライアルを組み合わせ、
(1)潜在的地域資源である「ミニブタ在来種」
の遺伝資源の分布と系統樹を明らかにする、
(2)原種農場の形成による在来資源の保全と
種豚の供給を行なう、(3)販路開拓と在来飼
料資源利用による生計向上（貧困削減）の効
果を実証する、(4)「ミニブタ在来種」飼養
への労力転換による森林・草地への利用圧の
軽減効果を実証する、(5)援助・地域協力案
件の形成と提案を行なう。 
 
４．研究成果 
本研究を通じ、地域住民有志（多くは山岳

少数民族であり小規模生業を営む世帯）との
協働により、複数の在地生業を形成した。そ
れらには、新規のものと従来のものを改良し
た生業とが含まれる。それらを多面的な効果
とともに列記すれば、以下の通りとなる：「在
来ミニブタの飼養（生計向上、遺伝資源の系
統保全、現地の飼料資源を活用する飼養技術
の形成）」、「ホロホロ鳥の飼養（生計向上、
特産品の形成、飼養技術の確立）」、「野生猪
と飼養豚の交配種（イノブタ）の飼養（生計
向上、未利用資源の利用、森と暮らしとの関
係性の強化）」、「野生鶏と飼養鶏の交配種の
形成とその飼養（生計向上、特産品の形成、
未利用資源の発掘と活用、交配技術の復元、
飼養技術の形成、森と暮らしとの関係性の強
化、社会的弱者層の参加）」、「アカシア造林
地周辺での周年庭先養蜂（生計向上、特産品
の形成、季節養蜂から周年養蜂への技術転換、
未利用資源の活用、社会的弱者層の参加）」、
「野生ミツバチの養蜂（生計向上、特産品の



形成、未利用資源の活用、森と暮らしとの関
係性の強化）」、「クレソンやシダ類など山菜
の栽培化（生計向上、特産品の形成、社会的
弱者層の参加）」、「傾斜水田養魚（生計向上、
魚の生育と生産量の改善、未利用資源の活
用）」。 
これらの実証試験で特に進捗が著しいの

は、「在来ミニブタ飼養」、「野生鶏交配種の
飼養」、「ホロホロ鳥の飼養」および「庭先周
年養蜂」である。在来ミニブタ飼養は、在来
種の遺伝系統の保全と生計向上を両立する
新たな地域ビジネスとして萌芽し始め、現地
の旧正月（毎年 1 月中旬～2 月上旬）や結婚
シーズンには多くの引き合いがあり、その希
少性のため普通の豚の数倍の値を付けてい
る。実証試験農場を運営する農民（少数民族
の老齢者世帯）は、その収益を優良な形質を
持つ在来ミニブタの種豚の購入に配分する
など、「暮らしを通じた遺伝資源の系統保全」
に沿った取り組みを進めている。また、この
取り組みを口コミで知ったクアンガイ省の
農民グループが在来ミニブタ飼養と農家レ
ストランを組み合わせた在地ビジネスを始
めた。「野生鶏交配種の飼養」は、インドシ
ナ地域の少数民族が広範に持つ在来知であ
る。野生鶏交配種は、通常の飼養鶏と比較し
て小ぶりではあるが、放し飼い飼養に適し、
市場での希少性があるため高値で取引され
る。そのため、実証試験農場の周辺の複数世
帯が新たなトライアルに入り、加えて、複数
の民間企業が関心を示し始めた。参加者の印
象として、通常の飼養鶏と比較して病気（ニ
ューキャッスル病など）に罹患しにくいとの
ことであるが、これについては今後慎重な確
認試験が必要である。「ホロホロ鳥の飼養」
は、繁殖や飼養技術の形成を終え、フエ市内
のレストランなどでの販路形成を進め十分
な引き合いがあるものの、まとまった量の生
産をするにはさらに時間が必要な段階であ
る。アカシア造林地や自然林に隣接する世帯
での「周年庭先養蜂」は、これまでの季節養
蜂とは異なり、雨季や寒い季節のはざまに現
れる温暖な期間（数日から一週間程度）を捉
えて採蜜することで、新鮮な蜂蜜の生産や活
発な蜂群の規模の維持に有効であった。庭先
養蜂は、管理が容易であり、養蜂開始から数
カ月以内に収穫でき現金収入が得られる点
で魅力的である。一方で、寒い季節に低温が
続くと蜂群が弱り越冬できず、その後のアカ
シアの花の季節に十分な採蜜が行われない
ケースがあった。蜂群の越冬技術の確立が、
周年庭先養蜂の大きな課題であるが、豊富に
ある竹材やアカシアの間伐材を利用した小
規模なビニルハウスを設置することで、低温
を緩和し越冬を容易にする技術の実証を進
めている。蜂群の越冬用のビニルハウスにイ
チゴや葉菜の栽培を組み合わせることで、新
たな近郊園芸の形成についてのトライアル
にも着手した。 
「庭先周年養蜂」で収穫されたハチミツを

ペットボトルに小分けしてフエ市内の消費
者に予約販売し、その収益の一部を貧困地区
の学習支援活動に充てる活動へと展開して
おり、順調に推移している。ハチミツの一部
は、遠くホーチミン市へも送られ販路が広が
りつつある。学習支援活動は、フエ大学の苦
学生（奨学生として出身地の自治体から授業
料の提供を受けるものの、生活費はアルバイ
トなどで得ている者）に報酬を支払い、極貧
困地区である水上生活民の定住地で極貧困
世帯の小学生・中学生の放課後学習指導を行
うという内容である。この活動は、フエ市の
フーハウ校区で行われ、学習支援の場所はそ
この小学校から提供されている。この活動の
意図は、教育支援により将来有望なこどもの
進学を支援し、いずれはフォーマルセクター
への就業へとつなげるものである。極貧困世
帯は、こどものフォーマルセクターへの就業
により貧困の連鎖を幾分でも断ち切ること
ができる。教育による貧困解消の試みは、特
に珍しいものではないが、本件の特徴の一つ
は、それを支援する活動の資金を域内の在地
生業や在地ビジネスの収益から得ることで
自立的かつ持続的に展開しようとする点に
ある。 
解決すべき技術的課題を幾つか残すもの

の、在地ビジネスのコンテンツやひな形つく
りをある程度終えたと判断している。今後は、
実証を進めてきた幾つかの小生業を含む生
業複合をより大胆に社会実装へと展開する。
それは、大学の研究者による起業（「Science 
and Technology Company」である。国内政策
の一つとして、学術成果の社会実装を促すた
めの NPO 的な性格を有する法人の設立と運
営）が推奨されていることを背景としている。
本件での成果を、希望するフエ大学の研究者
有志に提供しつつ、社会実践の側面支援を行
い、そのプロセスを応用的な学術研究のケー
ススタディとして記録・分析する。 
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